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1■、欄⑬棚

金属材料技術研熱1
，ヨ

思い出すままに
　　　　　　　　　　　　　　製造冶金研究部長

　先日機会を得て彦根城を訪ねたことがある。こ

こは＃つて井伊大老の居城で，琵琶湖を眼下にみ

る非常に最色のよい所である。彼はその政策のた

めに一時は国賊的にみられていた。しかし私は彼

の幕末における開国には非常に敬意を表してい

る。彼は居城で漫然と琵琶洲をながめていたので

はなく，広く日本を見，世界を見て開国したので

あり，単に外国の圧迫によったものではないと，■思

う。それは彼の居城に・

　小人は琵琶湖が見える。

　大人は目本が見える。

　俳人は世界が見える。　　　　　　　　　　1

という碑が処っていることでも解る。この碑文が

彼の作であるかどうかは知らないが，少なくとも

彼の気持をよくあらわしていると思㌦この碑文

は物理的視野を言っているのではなく，人間的な

視野を言っていることは勿諭であるが，裏を返せ

ぱ「小人には夢がない」ということを大老が言お

うとしているような気がする。

　最近，雑誌などに善良なサラリーマソという表

現がよく見受けられる。丁度時計の振子のように

家と職場との閉を止碓に往復し，職場では上司の

言ったたげの仕ヨ1＝をし，家庭ではテレビを見て時

間を巡して定年を待つサラリーマソの代名詞とし

て使われているのであろう。そこには可もなく，

不可もなく，人坐に対する妙もない。しかし，当

人にしてみれぽ，流れているベルト・コソベァー

工博牧口　剰貞

に乗っていれぽ，天変

地異でもたいかぎり落

ちることもなく，系冬着

駅まで行けるのであ
るo何を好んでベルト

・コソベアーから飛び

降りて，走ったり馬に乗ったりする必要があろ

う。この考え方も碓かに成り立つ世の中である。

つまり杜会機構が複雑化し，分業化した現在の世

の中は夢多き人砥ぱかりでたく，このような人唖

も一部には必要であろう。否，或る恵味では杜会

が要求するからこそこのような人砥も生れてきた

とも考えられる。もし州ハ大老が現在生きていた

としたら，彼は

　サラリーマソは床が見みる。

　大人は世界がみえる。

　偉人は宇宙が見える。

と言ったであろう。

　しかし，もしこのような夢のない人砥ぽかりに

なったとしたらどうであろうか。一11与111勺には或る

恵味で肌状を維持することもできるであろうが，

そこには何の進歩も雅爬もなく，柚対■コ勺には退歩

を意味することになる・抄があってこそ，始めて

そこに逃歩があるのではなかろうか。

　では伽究．者はどうであろうか。もし研究省が善

良なサラリーマソになったとしたら，そのl1与一1点で

　　　　　　　　（※以下第2頁下段につづく）
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2トン皿BCキュポラの新しい溶解法

1・ll・ll・lllllll1半遺元鉄利用による銑鉄の製造法111111111111111111111．

　キュポラは従来鉄原料を再溶解し，所定の化学

紅成の銑鉄を溶蜘する1］的に使川されていたo従

って，その炉内における遠元反応は殆んど対象と

Lて考えられていない。しかし，キ。・ポラはその

柑造よりみて、その炉況を適当に規制することに

よって炉内還元を行なわせることも可能なはずで

ある。

　製造冶金研究部鋳造研究室と工業化研究部総括

室ではこの一点に着目し，実験室的に師々の研究を

かさねてきた。その結果，木研の2トソMB　Cキ

ュポラによってもコークス比及び炉内卿岨気を適

．TE範閉内におさえれぱ．確化鉄の還元が可能であ

ることが明らかとなった。そこで久保田鉄工株式

会杜と共同にて爽際而からこの閉題を研究し，今

同半遮元鉄利丹1による銑鉄の新しい蚊造法を碓立

し，多大の成果を収めるに至っ’た。すなわち，表

1に示す付二様の2トンMB　Cキュポラ（写真参照）

に粉鉄鉱をヨ丁前処理した半還元鉄（表2参照）

　　　　　　　　表1　キュポラのf土様

　　　　　　羽口而の　溶解帯の　羽口比　交　　効
　　　　　　炉二＿．径炉径一＿一．＿＿弼＿さI一比＿
凹　　　　　　　　　　　　　i蔓～ユ違
　2t／hr　　540mm　ユユoOmm　　　　　　　8・7　　　　　　　　　　　　　　　　　（一丁変）

一　　　　　　　　uI　■■湯湘リ部の深　　　さ

熱風汎庇
浴解帯一部のライニソグ

水冷カ式

400mm 550．C ；な し
■
シヤワー式

ヨ

を装入し，これが炉内遼元の川コ魍を5日問の述統

撚’染により研究したoなお，この快茱に採」’llした

コークス比は100％鋼材溶解の場合の逝正コーク

ス比に半還元鉄の遼元に要するコークス量だけ州

加されたものとした。熱風温度としては520～

540oCを，スラッグの塩基度としては極々の条件

を考え併せて！．5前後を採用した。なお風握＝は炉

内コークスの燃焼状況及び炉頂ガスの化学紅成よ

り遮TE位を求めたo

　このような操業条件にて研究した結果，100％

半遺元鉄を採川した場合においても93％の極めて

優れた歩矧りを示し，しかも溶蚊された銑鉄は表

　　　　　　　　3表　銑鉄の化学細．成

　C　％　　Si　％　　Mn％　　P　％　　S　％

　　　　　l　　　　　13．74～3，890．15～0，200．15～0．18　　＜　O．01　　〈　O．1
　　　　　1　　　　　1

3のようにL」1■’分に吸炭しているだけでなく，その

変助も非常に少ないことカミリ」らかとなったoまた

マソガソも少なく，かつ燐も非常に僅かであり，

そのぼらつきも極めて少ない。次に珪素について

は本研究に使用したキュポラがノー・ライニソグ

であり，ヨ…』素の供給源となる珪酸を耐火物から求

めることができず，雌かに半遠元鉄巾の不純物と

しての珪酸によるだけであるため，このような低

い他を示しているo

　このように今同の研究によって得られた銑鉄は

低マソガソ、低燐≡で，さらにL卜分な月党硫の1可能個三

もあり（試験続行Hll）．これにFe－Siの添加を行

うだけで，鋳物」ニロ溶銑となるだけでなく，高炭

素，低マソガンの一1点からみてフコ。ライト」也球状黒

鉛鋳鉄用の溶銑として非常に適している。しか

も，この方法により溶艘した銚鉄は従来の溶銑に

比してその狼造原何1iも相当に低脈となるため鋳造

工業に広く利用することができる。

皿’」　キェポラの操業状況

表2　半遮元鉄の化学紅成

・…1・・1…lli…

・・…1・…

FeO　　　Fe！03

・・…」・一・・

　　　　　　（※第1頁カ・らつづく）

　　　　　　研究の大きな充腿は．lLまってしまうであろうoこ
SiO1
　　　　　　の恵味で研究考ピ’1身が反竹してみる必映があるl1箏

3．46　　　　　　期にきていると、■一、うo
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共析鋼の疲れ強さ
　材料の疲れ強さに形響をおよぽす困二rは数多く

存在する。数例をあげれぽ，糾織の述い，介在物

の分布状態，残榊応力，加工硬化，外榔切欠，表

而のあらさ，刎川気等である。これらの内γのう

ち疲れ強さを．1二外させるものがあオtぽ，このよう

な処理を施すように努め，又疵れ強さを低下させ

る内二rは川来るだけ除くように機械設計等におい

て常に心掛けることが必要である。

　材料強度研究部動的強さ研究室では疲れ強さに

膨響をおよぽす各唖の閑子について研究しでいる

が，まず’丁＝始めとして糾繊をとり．1二げ，どの秤度

形粋をおよぽすかを火析鋼のパーライト糾繊につ

いて研先したO共析鋼のパーライト糾繊には川状

パーライト細．繊（写真1）と粒状パーラィト糾繊

O〕　ll’1｛：1犬パーライト細繊　　（2）　粒二1犬パーライト細繊

　　　　　　　　　共折鋼の蜘微鮎写ユ’〔

　42
？4oE
E38
豊36
〕釧
只32
僅
b30
親28
噌
難26
　24
　22

；ヌ11

＿ト研削加工

105　　　　　　　　　　　100　　　　　　　　　　　10フ

　　　　　　繰返数

各柵一幾械加1二後以㌢；■…焼韮1肛を施した試

峨川’のS－N■ll1線

　　　　　　　↓研尚1」加工

＼　　二：ニニ：工符工糊犬材

ぺ、　　　　　　　　　　　　　　　　一
　　　　　　　　　●　　　　　　　■●　　　　　　　　　　　　　　　　○・

　　　　　　　㌔
　　　　　　’王・、炉一…一…一一一一み

一一つ一一一研肖11加工　～．．．．．．．台止．．、Lム

ー一ロ…フライス加エ　紹状材
■1也■1■シヱー’←加工

（写真2）がある。糸1’し繊・1■1の炭化物の形状は前者

が淋い州になって存在しているのに対し，後者は

小さな粒になって存在している。このように炭化

物の形状が異一なる場介に疲れ強さは如イ可に，■1王なる

か，又これらの炭化物の形二1火の火なる糾繊に，疲

れ強さに膨響をおよぽす困子がカ［身っった．場’合，ど

ちらが砥1く影秤を受けるかについて研究を行なっ
た。

　O．78％C炭素鋼を熱処理して胴状あるいは粒状

パーライト細．繊とし，試験片表T1’liに研r1■」，フライ

ス・シェーパー川工の三師の機械加工を施したo

その表11’liあらさは研削＜フライス＜シェーパー加

二「という大きさの」1岨でTi呵糾繊材において，同一カl1

工の場合，ほぽ同じ表11．liあらさを示した。図1は

650oC1hrの其空焼鈍を行なった試験片につい
ての疲れ試験緕・火でT口閉1」加．丁の疲れ強さを一、1≡オ作に

とれば，粒状材の方が片1／状一才より高い疲れ限度を

示しており，加工別に見るといずれ一も粒状材の方

が優っている。しかし一表而あらさが大となるに従

って，その滅少の什方は粒状材の方が大きい（図

3）oこれは表π1iあらさに対して，村状材が」1．v1状材

より倣感て’あることを示すものであるo

　図2のS－N舳線は機械加工のままの疲れ試鮫

納果で，図1の場合と比校してみると全般に疲れ

1狼度は上昇している。しかし図3よりわかるよう

に，その．」二昇の程度は胴状材より粒一犬材の’方が高

いことがわかるoこれは同一の機械加工によって

‘1三じた加工吸イヒという囚丁と破柵応力という閑二丘

とが一納になって疲

れ強さに膨響をおよ

ぼし，その税度はli1lI1

　　　　　　　　　　　　40
状材より粒状材の方

が大きいということ…
　　　　　　　　　　　為
を示しているo　　㍉O
　　　　　　　　　　　幽
　　　　　　　　　　　瞳

　　　　　　　　　　　櫟

目層状材舅層榊鯉焼鈍〕

圏粒状材口粒状材一’〕

　42
（40
E38
E
為36
さ34
－R32・邊

b30
報28
鍵・・

ニニ

　　　105　　　　　　　　　　　　1♂　　　　　　　　　　　　　107

　　　　　　　　　繰返数

凶2　各和機械乃■1．’1＝を施したままの状態σ）

　　　試蟻粂」1IのS－N舳線

20
　　　　　　　　　　　　「

　…へ　　　　　　一
榊■」加エフラ伽エシェーパーカ1工1

N3　jl’・f状材’粒状伺’にオ｛ける各椰機械加』．1のま凌

　　　および’加］＝後ユ．〔空娩鈍の状態での疲れ限度

つ



廠幣堆叙幣威五

　　国際溶接会議（〕W）に出席して

　　　　　　　溶接研究榔

　　　　　　　　　　主任刎＝究’■1ゴニllll・1卓中村治方

　このたび，7月5Elから91ヨまでパリで脚推さ
れた鰯際溶接学会（I　I　W）の鮒181員．1年次大会（普

迦は鰯際溶披会一羨といっている）に川1．■1サし，その

伽後約1ケ月1削欧州制坤湘妾披術および研究の
爽1’11陸見学する機会をうることができた。

　至Iwにおいては，第9委ハ会（溶接例三）およ
び第2委負会（アーク溶接）に一舳111苧し，金材研か

ら推1上1した高張力鏑のCCT試験とワレ試験に閑

する2論’史を禿1爽した。脇9委負会で特記すべき

郭項としては，チェコスロバキヤの代表の提案に

より，鏑の溶接性に関する金属物理的基礎研究の

研究グノレーブが推足したということがあげられる

と旭、う。1三1水における，三〕三として碗張力鋼を‘二1’＝i心

とした溶按凶三に閑する冶金学的研究は，どちらか

といえぽマクロ的な研究が多かったようにみうけ

られるが，．今後，この方耐iの研究を遊腿させるた

めには，金属物理における新しい実験披術を活月＝j

して，一歩つっこんだ基礎的研究が必要であると

感じていた時だげに，この推案は非常に時機をえ
たものであると、w、われたo

　このような基礎研究の臭体的な成果として、チ
ェコの鰯立溶接研究所一における鏑巾ニオブ化合物

の挙醐の研究や，英鰯溶接研究所（BWRA）に
おけるオーステナイトステソレス金1岡溶接部の使」＝lj

中の破狽の原困に関する研究があげられる。この

両研究所は現在，規棋および内容ともに世界一，

二を焼うものであり，’前渚においては約700名，

後者においても約270名の陣符である。幸い，B

WRAを洲Oすることができたが，研究凝1人消
り4，5人の良く訓紳された助丁・（披術者，二1二貝

を含む）がおり，また獅究負も物幽，化学などの

基礎科学を修めた人達が多い。このような、煮がこ

の方醐の研究炎紋の蜘燃になっていることも見逃
しえない。

　欧州における溶楼披術については，ここ数年1≡…『

に紹介されたもの以外にとくに1ヨ新らしいものは

兇当らなかったが，全般11舳こ被徴アーク溶接に代

ってマイクロワイヤーによる半1三1醐ガスシールド
アーク溶按が多川されてぎている、1点と，エレクト

ロスラッグ溶接やエレクトロガス溶接が非常に広1

範1舳こ禾1川］され，船体外板の溶披にも利♪口されて

いる、I，1、（川Iについたo半1｛1莇ガスシールト“アーク

溶接が多川されている蔭には，溶接機メーカーに

おける圧納空気駆動式の軽搬化された溶接トーチ

の独遊などの地味な努力がはらわれているoまた

エレクトロスラッグ溶披の利川のためにも，溶接
心線・娘造パ〕鋼塊をCaOとCaF2のスラッグ1・1・1心

でユレクト艀メルトして，溶接金賦衝1．櫟．他の1句上

をはかるなどの二仁夫がなされているoこれらの例
からもわかるように，欧州杵1，1、…1における新らしい

溶披披術の閉発研究の衷i舳こは，すでに一1淵推され

た溶披披術の炎州化のための改良二1二・火という地逝

な努力が常に払われていることを我々も十分考え
なけれぱならな㌧・o

　欧州，とくにドイツにおいては溶披披術の閉推
と平行して，溶接披術者の訓練も効果Il1勺に1行な牙っ

れている。ドイツの各地にある溶接教育・研究所

　（SLV）においては，溶接工から溶接披術帥ま

での喪成’および訓練が行なわれている。溶披披舳

の場含には，大学卒が180時洲の溶接実粥を終え

。た後，240時問の諦義および爽験を受け，さらに

1年閲の爽地経験を終了してからはじめて溶接披

帥資格試験を受験できるようになっている。さら

に高度の」．二級溶接技帥のために16週闘の特別諦燭

会と資格試験を設けているOオ）が禺においては，

大学＝卒0）溶按披術詣’をW教育する公■コ勺な機闘はな

いが，湘妾披術が，溶按資料，設喬1一，溶接力法お

よび機1縦，溶接施行，検査などの総合的な判断の

上に立つことを考えれぽ，溶接披術者がこれら各
分蜥において■1」分に訓紳され，W教脊をうけられ

るような機1娼が設けられることも，1三1本の溶艦披

術の発膿のために必・婆なことの王つではなかろう
カ・と．似、うo

◇短信◇
　学位取得
○特殊金胴材料研究普11原二戸炉椛迩材料研究艶三征

研究宵後藤　勝は，欄和40年7月！2付で広．1船大学

より理掌博士号を授与された。
○渚斜婆孤ピ究期…ヨ三壬王似F究／…r，　i二1］＊≡」’潅｝プヲ＃ま，　口召禾口40御三

9月301三1イ寸で大1蚊大学より工学博土’啓を授与され

たo

　海外出張

○所長棚水箏一は洩独マックスプラソク欽鋼研究
所における研究および託㈱1のため40年10月301ヨに

約1ケ月の予定で1」j張した。

　　　　　（迦・巻鮒83・1事・）

淑1映煎ケ飾：人　吉　　村’

1司1　　洲奥村1三1〕刷株式会糺
　　　　　　　　火京郁千代1’正1区四舳．日1の10

発行所．科学技術庁金属材料技術研究所

攻來舳1り、1，収111111．ll，1，！2』川300刷・胆

　　｛脇111尖、1（7玉2）3ユ81（代炎）

一4　一


